コンテンツにスキップ

	
		
			
				

	
	

メインメニュー
	
	


				
		

	
	メインメニュー

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		案内
	

	
		
			メインページ
	井戸端
	最近の更新
	おまかせ表示
	ヘルプ
	寄付


		
	




	
	



				


	




		
			

	[image: ]
	
		[image: Wikisource]
	


		

		
			

	

検索
	
	
		
			
				
					
						
						
					

					
				

				検索
			

		

	




			
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
		

		
	




	
		
		
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
			アカウント作成

	ログイン



		
	




	

	

	
	

個人用ツール
	
	


		

	
		
			 アカウント作成
	 ログイン


		
	





	
		ログアウトした編集者のページ もっと詳しく
	

	
		
			投稿記録
	トーク


		
	




	
	






		

	



	
		
			

		

		
			
		
			
				
				
				

		
		

	

	
				
					
					
	
	目次

	サイドバーに移動
	非表示




		
			
				ページ先頭

			
		
	
		
			
			1虚実間腫治法并方

		
		
		

	





					

		
			

		

		
			
				
					
						

	
	

目次の表示・非表示を切り替え
	
	


							
			

		
	




					
					Page:NDL-DC 2536075 Dousuisagen.pdf/19

							

	
	

言語を追加
	
	

		
			
			

			

		


	




				
					
						
							
								

	
		
			前のページ
	次のページ
	ページ
	議論
	画像
	目録


		
	




								

	
	日本語
	
	


					

	
		
		

		
	




				
	




							
						

						
							
								

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	




							
				
							
								

	
	ツール
	
	


									
						

	
	ツール

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		操作
	

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	





	
		全般
	

	
		
			リンク元
	関連ページの更新状況
	ファイルをアップロード
	特別ページ
	この版への固定リンク
	ページ情報
	このページを引用
	短縮URLを取得する
	QRコードをダウンロード


		
	





	
		印刷/書き出し
	

	
		
			印刷用バージョン
	EPUBをダウンロード
	MOBIをダウンロード
	PDFをダウンロード
	その他のファイル形式


		
	







									

				
	




							
						

					

				

				
					
						
							
				
							

		
						
						
					

				

				
					
							
		


						提供：Wikisource

					

					


					
					
					このページは検証済みです
シ且其下ヲ疏スヘシ


		猪苓湯方




	猪苓　沢瀉　茯苓　阿膠　滑石各等分　


	右水煎


		大橘皮加膠湯方




	橘皮　茯苓　猪苓　沢瀉　桂枝　木香


	朮　　甘草　檳榔　生姜　滑石　阿膠


	右水煎


虚実間腫治法并方

○腫満指ヲ以テ按ニ濡硬其中ヲ得テ肌表ヒカ〳〵ト光沢アリ其脈実ニシテ稍浮数ヲ帯フル者是実ニシテ虚ヲ兼ヌルノ症也此診口伝アリ筆授ノ尽ストコロニアラス温薬ニテ是ヲ導クヘシ大蒜煎ニ宜シ若病人蒜臭ヲ悪ム者ニハ鯉魚煎ヲ以テコレニ代フヘシ若又鯉魚ノ腥ヲ悪ム者ニハ鯉魚霜ヲ用ユヘシ


		大蒜煎方




	赤小豆一合　　蒜　生姜　生商陸根各三戔目細剉


	右四味先赤小豆ト水トヲ以テ砂鍋ニ入レ火上ニ安シ次ニ三味ヲ以テ布嚢ニ入レ赤小豆中ニ著シ是ヲ煮ルコト凡二時許赤小豆










[image: ]

[image: ]

「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:NDL-DC_2536075_Dousuisagen.pdf/19&oldid=205072」から取得


					カテゴリ: 	検証済




				

			
			
		

		
			

		 このページの最終更新日時は 2023年7月4日 (火) 04:55 です。
	テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスのもとで利用できます。追加の条件が適用される場合があります。詳細については利用規約を参照してください。



		プライバシー・ポリシー
	Wikisourceについて
	免責事項
	行動規範
	開発者
	統計
	Cookieに関する声明
	モバイルビュー



		[image: Wikimedia Foundation]
	[image: Powered by MediaWiki]





		

	
 

 

		
		

本文の横幅制限を有効化／無効化







